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チームリーダー挨拶 
チームリーダー 石井伶奈 

  
春暖の候、皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
改めまして、平素より弊チームの活動に多大なるご支援とご協力を賜り、深く感謝申し上

げます。皆様からのご厚情を励みに、今後もより一層精進してまいります。 
2 月は 1 年生を中心にコスト審査に向けた勉強会を行いました。チーム全体としてもレギ

ュレーションや統一事項を一通り確認する良い機会となりました。 
3 月にはシェイクダウンも控えておりますが、並行して各静的審査の書類提出に向け、

必要資料の準備を進めてまいります。また、より多くの新入生を迎え入れるため、Xなど
の SNS を通して、チームの魅力を発信していく予定です。 
引き続きご指導ご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 
 

テクニカルディレクター挨拶 
テクニカルディレクター 松本悠暉 

  
春暖の候、皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます 
平素より弊チームの活動に多大なるご支援とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 
2 月はフレームをはじめとする主要パーツの製作が着実に進行し、日々の活動を通してメ

ンバー一人ひとりの技術力や意識の向上を実感しました。これもひとえにスポンサーの皆
様のご支援の賜物であり、改めて深く感謝申し上げます。 

3 月は各部品の製作および組み付けを進め、3 月 13 日のシェイクダウン実施に向け準備
を進めてまいります。 
車両完成に向け、メンバー一同誠心誠意取り組んでまいりますので、今後とも変わらぬご

支援とご指導を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。  
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2月の日程、3月の予定 
2026年 2月 

 
2026年 3月 
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各セクションの活動報告 
パワートレイン班 

パワートレイン班リーダー 先進工学部機械理工学科 2年 朝日大介 

 
2月のパワートレイン班は製作を進めました。 
燃料タンクがアルミニウム製であるため、ア

ルミ溶接が 1 つの難関となりました。漏れが許
されないパーツであるため、溶接技術の優れた
チームOGのご協力を頂き製作しました。 
 

 
 

 
                       Fig.1 燃料タンク製作過程 

 
タンク本体は既に溶接を完了しており、燃料を注ぐ首部分の溶接が残っております。今

後、フレーム側のステーは他パーツとすり合わせながら、時間をかけて製作してまいりま
す。また、25 年度まで遮熱版が燃料タンク本体に取り付ける形となっておりました。今年
度からはフレームにステーを取り付ける形にして、少しでも燃料タンクに熱が入らないよ
うにすることといたしました。 

   
Fig.2 燃料タンク遮熱版ステー      Fig.3 燃料タンク遮熱版ステー (拡大図) 
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Fig.4 改良した冷却ライン 
 

 今年度の冷却ラインについては 25 年度の冷却ラインを搭載し、より安定したものとな
るよう改良を加えました。改良にあたり、曲げの半径を 100mmに統一しました。これに
は 2点理由があります。1点目は企業様に発注する際に依頼しやすいという点です。曲げ
半径がばらついていると、その分治具の数が増えてしまうため費用の増加に繋がります。2
点目は冷却ライン内の圧力損失が少なくなるという点です。圧力損失の傾向として、曲げ
半径が大きく、弧が短いほど損失は少なくなり、冷却性能の向上に繋がります。 
 
また、2月には静的審査の点数を上げるべく、コスト審査への準備に着手しました。シ

ェイクダウンまで時間も残されておりませんが、並行して全力で取り組んでまいります。 
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足回り班 
足回り班リーダー 工学部機械工学科 2年 髙橋真育 

  
今月は車両の接地に向け、製作を進めてまいりました。 

 
A-arm や Rod 類、アップライトブ

ラケットの 1 セット目を製作が完了
いたしました。また、ほとんどのフレ
ーム溶接を行う足回りのステーやブ
ラケット類に関しても溶接を終える
ことができました。 
 
 

                  Fig.5 完成した A-arm 
 
５軸加工機によって製作する部品の加工は、リアベルクランクが完成いたしました。一方

で、フロントアップライトは５軸加工機が学内に 1 台しかない都合上、製作はこれから行っ
てまいります。また、例年使用していない A7075のアルミニウムを切削するため、加工パス
の作成及び挙動確認に時間を要しております。 

Fig.6 5 軸加工が完了したリアベルクランク 
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そのため、現状の製作ペースで行っていくと 3 月の接地およびシェイクダウンにフロン
トアップライトが間に合わないことが考えられます。そのため、現在は KRT25 で使用した
フロントアップライトを流用し、今年度の設計したジオメトリーに近い値になるようなフ
ロントアップライトブラケットを設計しています。 
 3月にはシェイクダウンや足回りのセッティングを取る試走会があるため、今一度気を引
き締めて活動を行ってまいります。 
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シャシ班 
シャシ班リーダー 工学部機械工学科 2年 結解和宏 

  
2 月は、各パーツの製作を行いました。 

 
・フレーム 
フレームではフレームの単体完成に注力し、活動してまいりました。 

レーザー加工機により作成した MDF 治具と、アルミフレームを用いた治具を作成しまし
た。25 年度治具と比較し、26 年度治具では細かなアップデートを施しました。 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     Fig.7 26 年度治具              Fig.8 リアセクション製作画 
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Fig.9 25 年度治具(左) 26 年度治具(右) 
 
26 年度治具ではパイプ固定箇所底辺をフラットな形状にいたしました。これにより、複雑
な角度をもつパイプに対してもより正確な位置を出すことに成功しました。 
 
・ステアリング 
 主にフライス盤を使い、ギアボックス、マウント、ステーの製作を進めました。シェイク
ダウンまでに製作を完了する予定です。 
 

 

 
Fig.10 現在のステアリング周辺の様子 

 
・その他のパーツ 
 シフター、クラッチに関しては製作が完了いたしました。ペダルに関しては 5 軸加工機で
の製作がチーム内での加工順位により遅れているため、シェイクダウンには昨年使用したペ
ダルを使用する予定です。 
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エアロ班 

 エアロ班リーダー 工学部機械システム工学科 2年 菊地祐汰 

 
今月は、先月に続き車両の製作を進めました。 

エアロパーツのうちフロントウィングとリアウィングはまだ完成していませんが、それ以
外のアンダーパネル、サイドポンツーン、カウルの製作を終えることができました。今年は
昨年以上に複雑な形状に挑戦しており、積層作業も難しくなりましたが、試行錯誤を重ねな
がら何とか形にすることができました。 
 

 
Fig.11 アンダーパネル、サイドポンツーン 

 
また、今年のチームの目標である「測る」という取り組みに向けて、初めての試走の段階

から開発に関わる計測を行えるよう、センサーの準備や計測環境の整備も進めました。これ
までは車両を完成させることに重点が置かれることが多かったのですが、今年は走行デー
タを取得し、それを開発に活かすという段階まで取り組みたいと考えております。 

 
今年のエアロ開発では、昨年は十分にできなかった「測る」という工程を実際の開発に結

び付け、得られたデータを次の改良に活かしていくことを目標としています。まだ課題も多
く残っていますが、シェイクダウンに向けて準備を進めながら、より良い車両づくりに取り
組んでまいります。 
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スポンサー様一覧

 

Tools by Sanjo Niigata 

JARI|| |

AI ,AI

工学院大学校友会 工学院大学機械系同窓会 工学院大学学生フォーミュラOB会 

 工学院大学 自動制御研究室  

https://www.honda.co.jp/?msockid=1204e27d7058624a04f4f63571836362
https://www.onosokki.co.jp/
https://www.kyowa-ei.com/
http://www.vi-grade.co.jp/
https://y-nikken.sub.jp/
https://www.kimuragrp.co.jp/fmc/
https://www.nats.ac.jp/
https://hexajapan.co.jp/
https://www.threebond.co.jp/
https://www.jari.or.jp/
https://kuroki.co.jp/
https://www.solidworks.com/ja
https://www.idaj.co.jp/
https://www.honda-tft.co.jp/
https://www.sws.co.jp/
https://www.ankerjapan.com/
https://www.wako-chemical.co.jp/
https://anatech.jp/
https://autista-s.com/
https://www.busyu.co.jp/
https://www.yukilabo.co.jp/index.php?LECOFRAME
https://www.autotechnic.co.jp/
https://www.kyowa-uj.com/
https://www.st-link.co.jp/
https://www.fomo.co.jp/
https://www.kinokuni-e.com/s/company
http://www.aurora.dti.ne.jp/%7Eksdp/
https://festika-tochigi.com/top/
http://kohshin-chem.co.jp/
https://www.sankyo-radiator.co.jp/
http://tuningshop-stf.com/
https://www.nok.co.jp/?_ga=2.54194927.695338573.1707215938-1175206315.1707215938&_gl=1*bazpdf*_ga*MTE3NTIwNjMxNS4xNzA3MjE1OTM4*_ga_S259M9P42W*MTcwNzIxNTkzNy4xLjEuMTcwNzIxNTk0Ni41MS4wLjA.
http://www.enuma.co.jp/
https://www.billion-inc.co.jp/index2.html
https://ghcraft.com/
https://tonkachi.com/
https://saito-tosou.com/
https://www.ndc-group.co.jp/
https://wd40.asia/jp/
https://www.hitachiastemo.com/jp/
https://www.dixcel.co.jp/
https://southco.com/ja_jp_int/Renewable-Energy
https://www.igus.co.jp/
https://fukai.co.jp/
https://www.anextool.co.jp/
https://www.3peaks.co.jp/
https://www.keiba-tool.com/
https://www.matsui-seimitsu.co.jp/index.html
https://www.nifco.com/
https://www.t-t-s.jp/
https://www.hokushinmdf.jp/
https://www.xam-japan.co.jp/
https://www.u-kartcircuit.com/
https://www.diatex.co.jp/
https://xenova.shop/
https://www.tesec.co.jp/
https://www.thk.com/jp/ja/
https://www.hi-lex.co.jp/
https://www.nsk.com/jp/
https://kk-hamano.com/
https://www.enable-os.co.jp/
https://www.sglcarbon.jp/
https://www.sglcarbon.jp/
https://sanyo-coat.jp/
https://www.sts-japan.com/
https://www.hks-power.co.jp/
https://www.nhkspg.co.jp/
https://www.carbonmagic.com/
https://sango.jp/
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連絡先 
工学院大学 学生フォーミュラプロジェクト  

工学院レーシングチーム（KRT）  

  

顧問  

工学部 機械工学科  

自動車音響振動研究室 山本崇史 教授 

メールアドレス：takashi_yamamoto@cc.kogakuin.ac.jp  

  

2026年度チームリーダー  

工学院大学 先進工学部 環境化学科 2年 石井伶奈 

メールアドレス：s324006@ns.kogakuin.ac.jp  

 

住所：〒:192-0015   

東京都八王子市中野町 2665-1 工学院大学八王子キャンパス 17号館 1階夢づくり工房  

  

WEB page: https://www.ns.kogakuin.ac.jp/wwa1032/  

Facebook: https://www.facebook.com/KogakuinRacingTeam   

Twitter: http://twitter.com/kogakuinrace  

Instagram: https://www.instagram.com/krt_fsae/ 

mailto:takashi_yamamoto@cc.kogakuin.ac.jp
https://www.ns.kogakuin.ac.jp/wwa1032/
https://www.facebook.com/KogakuinRacingTeam
http://twitter.com/kogakuinrace
https://www.instagram.com/krt_fsae/

